
●平成30年12月１日発行／発行所・蕨市役所
●11月１日現在人口：75,171人   前月比  ＋25人
　世帯数：38,941　　   人口密度：14,710人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2018/平成30年
わらび・815

～今月の特集～
 ◦地域力で推進
　　　地域包括ケアシステム

広報WARABI

～今月の表紙～　地域交流サロン
　北町地区のサロンの和やかな様子（関
連７㌻）｡特集では超高齢社会に求められ
る地域の支え合いについてお伝えします。
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暑
さ
が
一
休
み
し
た
８
月
の
あ

る
日
。「
こ
ん
に
ち
は
」と
明
る
い

声
で
今い

ま

井い

邦く
に

子こ

さ
ん（
93
歳
）は
迎

　

高
齢
に
な
る
と
少
し
ず
つ
で
き

な
い
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

で
も
そ
れ
を
補
う
も
の
が
あ
れ
ば

自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
周
囲
の
支
え
」。
ま
ず
は
一
人

の
女
性
の
日
常
か
ら
そ
の
重
要
性

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
て
く
れ
ま
し
た
。
蕨
に
住
ん
で

57
年
。
今
は
独
り
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
す
。「
蕨
が
大
好
き
な
ん
で
す
」

と
話
す
今
井
さ
ん
で
す
が
、
自
宅

を
離
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

７
年
前
、転
倒
し
て
腰
を
骨
折
。

入
院
生
活
を
経
て
、
都
内
の
二
女

の
家
に
身
を
寄
せ
る
日
々
で
し
た
。

家
族
は
同
居
や
施
設
へ
の
入
所
も

考
え
ま
し
た
が
、
本
人
の
意
志
で

再
び
自
宅
へ
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
、
以
前
の
生
活
を
取

り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

85
％
。
最
新
の
市
民
意
識
調
査
で
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
蕨
市
に
住
み
た
い

と
思
う
」
と
、
70
歳
以
上
の
人
が
答
え
た
割
合
で
す
。
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
い

つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
多
く
の
市
民
の
願
い
で
す
。

　

今
月
の
２
㌻
か
ら
11
㌻
ま
で
の
特
集
は
「
地
域
力
で
推
進　

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」。
現
在
市
内
で
進
め
て
い
る
取
り
組
み
に
迫
り
ま
す
。

蕨
の
地
域
力

西
にし

野
の

 清
きよ

美
み

さん
第一地域包括支援センター

　今井さんは過度に人に頼らず、ご自身
でできることは進んで行います。そんな
姿を見て友人やご近所の人が「少し大変
そうだな」というときには手を貸してく
れる関係性が築けています。また、家族
が定期的に訪れ、コミュニケーションも
取れており、そうした全てがご本人の充
実した生活につながっていると思います。
　これからもご本人の尊厳を守り、自立
した生活を送れるよう、関係者の皆さん
といっしょにサポートをしていきます。

▼担当ケアマネジャーから見た今井さんの生活

超
高
齢
社
会
を
支
え
る

周囲との関係性が充実した生活に

周
囲
の
支
え
で
自
立
し
た
生
活
が
可
能
に

住
み
慣
れ
た
自
宅
で

い
き
い
き
暮
ら
す
93
歳
女
性

特集　地域力で推進　地域包括ケアシステム

　今年度の市民意識調査の永住意識に関する調査結果から70
歳以上を抽出して分析。回答者127人のうち、「住みたいと思
う」が108人、「わからない」が16人、「思わない」が１人、
無回答が２人。この調査結果から、蕨で暮らし続けたいと考
えている人の割合の高さが分かります。

85％
答：住みたいと思う

問：あなたは、これからもずっと
蕨市に住みたいと思いますか？｛ ｝

3

4

↓
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元
来「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」

と
い
う
性
格
の
今
井
さ
ん
。
身
の

回
り
の
こ
と
を
で
き
る
限
り
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
公
民
館
の
体
操
教

室
や
地
域
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加

し
、元
気
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
か
が
ん
だ
り
重
い
物
を

持
っ
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

周
囲
の
手
を
借
り
る
こ
と
も
。「
皆

さ
ん
親
切
で
有
り
難
い
で
す
」
と

話
す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

少
し
ず
つ
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
食
の
お
裾
分
け
や
買
い
物
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
友
人
。
適
度
な

距
離
で
見
守
っ
て
く
れ
る
ご
近
所

さ
ん
。
丁
寧
に
掃
除
を
し
て
く
れ

る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
。
信
頼
で
き
る

主
治
医
。
そ
し
て
家
族
。
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
が
生
活
を
支
え
、
笑
顔

の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

今
井
さ
ん
が
よ
く
口
に
す
る
の
は

「
毎
日
が
幸
せ
」と
い
う
言
葉
で
す
。

■

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
─
。
今
後
高
齢
化
が
更
に
進

む
な
か
、
全
て
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
体
制
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
続
く
４
、
５
㌻

で
は
そ
の
取
り
組
み
に
迫
り
ま
す
。

（写真左上から時計回り）
①毎日参加している地域
のラジオ体操　②40年続
けている公民館の体操教
室　③民生委員の高齢者
訪問　④⑤週２回依頼している介護ヘルパー
さん　⑥万一に備え緊急時の通報装置（福祉
連絡システム）を設置 こうした周囲の皆さん
の力が今井さんの充実した暮らしを支えます

　母は蕨をとても気に入っています。
骨折したときには、自宅での生活は
もう厳しいかと思いましたが、ご近
所や地域、介護関係の皆さんの温か
い支援のおかげで以前のような生活
を維持できています。その充実した
暮らしぶりが母の表情に出ていて、
定期的に訪れる私たち家族を安心さ
せてくれます。ほんとうに有り難い
ですね。これからもできる限りこの
生活が続くよう願っています。

▼長女･小
お

黒
ぐろ

さんから見た今井さんの生活

感謝しています 皆さんの温かさ

蕨での暮らしを笑顔で話してくれた今井さん

ずっとこのまちで
暮らしたいですね

１ 2

5

6

↓
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　現在市内19か所で
開催し、500人以上が
参加しています。体
操を通じて筋力や体
力の向上につなげて
いるほか、集いの場
としても好評です。

教室を支援する計163人のサポーター（平均年齢69.6歳）
にとっても、やりがいを抱ける場となっており、市で
は今後も養成講座を開催するなど取り組みを進めます。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、

医
療
や
介
護
、
住
ま
い
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援
が
一
体
と
し
て
提
供
さ
れ

る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

こ
こ
４
，
５
㌻
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

安
心
し
た
暮
ら
し
の
実
現
へ

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

日
本
全
体
、
そ
し
て
蕨
市
に
お

い
て
も
高
齢
化
は
更
に
進
ん
で
い

き
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
団
塊

の
世
代
の
全
て
が
75
歳
以
上
に
、

２
０
４
０
年
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
65
歳
以
上
と
な
り
、
医
療

や
介
護
の
需
要
が
い
っ
そ
う
見
込

ま
れ
、
従
来
の
し
く
み
だ
け
で
は

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い
く
の

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
85

％
と
い
う
数
字
（
２
㌻
参
照
）
が

物
語
る
よ
う
に
、
蕨
に
住
み
続
け

た
い
と
い
う
人
が
大
多
数
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
医
療
や
介
護
の

基
盤
整
備
だ
け
で
な
く
、
地
域
資

源
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
医

療
・
介
護
・
住
ま
い
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
を
包
括
的
に
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
上
イ

メ
ー
ジ
図
参
照
）
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
医
療
と
介
護

の
連
携
や
認
知
症
施
策
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
ほ
か
、
地

高
齢
化
が
更
に
進
展

医
療
や
介
護
の
需
要
が
増
加

モ
デ
ル
事
業
で
推
進

｢

介
護
予
防｣

と｢

生
活
支
援
」

　高齢者が要介護状態になっても、住み慣れた
地域で自分らしい生活を最期まで送れるよう、
一体的なサービスを提供するしくみ。各自治体
が３年ごとに作成している「介護保険事業計画」
に従い、計画的に構築が進められています。そ
の形は全国一律ではなく、それぞれの地域の実
情に応じて、つくられていきます。

地域包括ケアシステムとは

蕨市の高齢化率の将来推計

2018年の数字は４月現在。2025年、2040年の数字は国立社会保障･人口問題研究
所「日本の地域別将来推計人口｣（2018年３月推計）から引用

23.0％
2018年

23.8％
2025年

27.5％
2040年＜いきいき百歳体操＞

住民運営による介護予防教室
介護予防

モデル事業

介護予防

住まい 介　護

訪問

通所・入所

◆施設系サービス
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・認知症グループホーム等
◆居宅系サービス
・定期巡回・随時対応サービス
・デイサービス等
◆介護予防サービス

→を果たす。蕨市内では社会福祉士と介護支援専門員の有資格者１人を蕨市社会福祉協議会に配置しています

在宅医療支 援センター

地域包括
支援センター

自宅
サービス付き高齢者住宅等

町会・ボランティア・社 会福祉協議会・NPO等

◆いきいき百歳体操

ケアマネジャー

活
動
に
参
加

相　談
支　援

介護サービス

↓
地域包括ケアシステム

イメージ図
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　医療・介護の専門
職をアドバイザーと
して招き、地域包括
支援センター、ケア
マネジャー、介護サ
ービス事業所などに
よる高齢者ケアの向
上を図る会議。県のモデル事業として2017年度から毎
月１回開催し、要支援・要介護高齢者の自立支援に効
果的なケアの普及・啓発に努めています。

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
上
で
重
要
な
「
介
護
予
防
」
と

「
生
活
支
援
」
な
ど
を
県
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
介
護
予
防
で
は
、
住

民
主
体
で
運
営
す
る
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。３
年
前
か
ら
開
始
し
、

現
在
は
市
内
19
か
所
で
開
催
。
参

加
者
が
歩
い
て
通
え
る
場
所
で
定

期
的
に
行
う
た
め
、
介
護
予
防
だ

け
で
な
く
、「
地
域
の
つ
な
が
り
が

深
ま
る
」、「
見
守
り
の
効
果
も
あ

る
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
活
支
援
で
は
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
※
）を
中

心
に
地
域
の
課
題
を
住
民
間
で
解

決
す
る
力
を
育
む
た
め
、「
生
活

支
援
担
い
手
養
成
講
座
」
や
「
地

域
交
流
サ
ロ
ン
」、「
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

■

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

展
に
よ
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
担

い
手
が
減
少
し
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
増
加
す
る
な
か
、
地
域
の

支
え
合
い
は
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
鍵
に
な
り
ま

す
。
続
く
６
㌻
以
降
で
は
そ
の
取

り
組
み
に
迫
り
ま
す
。

　2016年度から蕨市を含む４つの市町で実施。
高齢者の自立支援に向けて「自立促進」、「介護
予防」、「生活支援」の分野で事業に取り組んで
います。県はこの取り組みを通じて、地域包括
ケアシステム構築のための手法を確立し、全市
町村に普及していこうと考えています。

埼玉県地域包括ケアシステム
モデル事業とは

＜自立支援型地域ケア会議＞
多職種連携で高齢者ケアの向上へ

自立促進

モデル事業

域包括支援センターは、地域包括ケアシス
テムを構築していく上で、連携の調整役や

高齢者の相談窓口、介護予防の拠点としての役割
を担い、現在市内には２か所の施設があります。
　ご相談は「親の介護について｣、｢配偶者のもの
忘れが進んだ｣､「独り暮らしの近所の人が元気が
ない｣など､どんなことでも結構です。相談に乗り、
ときには適切な機関へつなぐなど、最善策をいっ
しょに探します。ぜひお気軽にご相談ください｡

後も地域包括ケアシステムを推進していく
拠点として、関係者や市民の皆さんといっ

しょに支え合いのまちづくりを進めていきます。

地

今

対象者 施設名 ところ・電話
錦町・北町・
中央在住者

第一地域包括
支援センター

錦町3-3-27
☎434・6721

南町・塚越
在住者

第二地域包括
支援センター

南町2-32-20
☎290・8587

＜地域包括支援センター＞
専門職が連携して高齢者の支援を行う総合相談機関

武
たけ

智
ち

 大
だい

輔
すけ

さん
第一地域包括支援

センター

あらゆる相談に
きめ細かく対応

Interview
地域包括支援センター所長

医　療

生活支援

住まい

往診・訪問診療

通院・入院

特集　地域力で推進　地域包括ケアシステム

※高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進することを目的とし、サービスの提供に向けたコーディネート→

在宅医療支 援センター

町会・ボランティア・社 会福祉協議会・NPO等

◆高齢者サロン
◆有償ボランティア

◆自立支援型地域ケア会議

病院

かかりつけ医・歯科医・薬局

環
境
の
整
備

医療サービス

↓
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こ
れ
は
特
別
な
こ
と
を
始
め
る
の

で
は
な
く
、
日
頃
の
友
人
や
近
所

の
人
と
の「
お
互
い
さ
ま
」の
関
係

　

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
。
そ
れ

を
自
分
で
解
決
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
高
齢
者
の
場
合
、
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
更

に
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
も
補
え
な

い
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と

が
大
き
な
困
り
ご
と
に
…
。

　

高
齢
者
が
増
え
、
核
家
族
化
が

進
む
今
、
そ
う
し
た
困
り
ご
と
を

地
域
で
解
決
で
き
る
し
く
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

　高齢者を地域ぐるみで支えるしくみづくり。
ここからは市民の皆さんが主体となり、現在進
めている取り組みについて紹介します。

地域で広がる
　　支え合いの輪

熱心に耳を傾ける受講生の皆さん

講
座
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
福
祉
用
具
の
体
験

　2025年には75歳以上１人に対して、15歳から74歳
までが5.4人となり、高齢者が増加する一方で支え手
側の人口の減少が指摘されています。そのため今後
は介護予防などの推進により、高齢者の健康維持と
支え手となる人材の育成が求められています。
　また、元気な高齢者が支え手の役割を担うことで
自らの介護予防につながることも期待されています。

７年後の2025年に向けて
｢支え手の人材育成」＋「高齢者の介護予防」

2018年

75歳以上１人
に対して

15～74歳は 6.8人

2025年

75歳以上１人
に対して

15～74歳は 5.4人

介護予防

元気

支え手に

蕨市の
データ

蕨市の
データ

支
え
る
側
の
裾
野
を
広
げ
る
講
座
を
開
催

募集します！
生活支援担い手養成講座

　２月18日・26日・３月
４日・11日　全４回　
午後１時半～４時　東
公民館　先着30人　申
し込み＝５日から介護
保険室（☎433・7756）

生活支援
担い手

養成講座

↓
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現
在
４
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る

サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昨

年
３
月
。
そ
の
前
年
、
市
内
各
地

区
で
地
域
の
支
え
合
い
に
つ
い
て

考
え
る
住
民
座
談
会
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、「
気
軽
に
集
え
る
場
を
」と

い
う
声
が
上
が
り
、
皆
さ
ん
の
手

支
部
の「
地
域
交
流
サ
ロ
ン
」で
す
。

参
加
者
の
一
人
は
「
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
」と
話
し
ま
す
。

は
「
蕨
の
実
情
が
理
解
で
き
た
」、

「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
毎
回
皆
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ

ま
す
」
と
、
講
座
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
た
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
服は

っ

部と
り

洋ひ
ろ

孝た
か

さ
ん
。
そ
の

言
葉
ど
お
り
、
受
講
生
の
中
に
は

既
に
行
動
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
理
解
し
、
行
動

に
移
す
。
支
え
合
い
の
輪
が
着
実

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

を
延
長
し
、
し
く
み
と
し
て
構
築

し
て
い
く
も
の
。
そ
の
一
環
で
３

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
の
が
、「
生

活
支
援
担
い
手
養
成
講
座
」で
す
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
全
５

回
行
わ
れ
た
今
年
の
講
座
。
市
の

現
状
や
認
知
症
に
関
す
る
座
学
、

福
祉
用
具
の
体
験
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
受
講
生
13
人
か
ら

　

明
る
い
声
が
響
く
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
け
や
き
荘
の
一
室
。
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た

り
と
、
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
者

の
姿
が
見
ら
れ
る
の
は
、
蕨
市
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下
社
協
）塚
越

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
集
う
サ
ロ
ン（
け
や
き
荘
）

８
㌻
へ
続
く

住
民
自
ら
の
手
で
運
営
す
る
交
流
サ
ロ
ン

地
域
の
課
題
を
理
解

活
動
を
開
始
し
た
受
講
生
も

地
域
に
着
実
に
浸
透

お
お
ぜ
い
の
参
加
者
が
来
場

地域交流
サロン

特集　地域力で推進　地域包括ケアシステム

　講座を受け、あらためて地域の支え合
いの重要性を認識しました。有償ボラン
ティア（８、９㌻）に興味を持ち、早速登録
しました。これからもソフト・ハードの
両面で取り組みを進め、高齢者にとって
更に住みやすいまちになるといいですね。

根
ね

本
もと

 美
み

香
か

さん
中央３丁目・45歳

支え合いの重要性を再認識

Interview　生活支援担い手養成講座受講生

上
うえ

野
の

 寿
じゅ

一
いち

さん
塚越５丁目・79歳

地域の力を合わせ
更に住みよい蕨を

Interview
地域交流サロン運営者

回約10人でサロンを運営して
います。当初は戸惑いもあり

ましたが、今では参加者の皆さんと
ともに楽しんでいます。同じ時間を
過ごすことで、顔の見える関係を築
くことができ、支え合いの土壌が育
まれているのではないでしょうか。

は古くからコミュニティが豊
かなまちです。これからも皆

さんと力を合わせていきたいですね。

毎

蕨

↓
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で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初
は
集

客
や
運
営
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
す
っ
か
り
浸
透
し
、

毎
回
20
人
か
ら
30
人
が
集
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
情
報
交
換

や
相
談
ご
と
が
で
き
る
場
の
確
保
、

孤
立
や
引
き
こ
も
り
の
防
止
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
、
支
え

合
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
。

　

実
際
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
女
性
が
「
亡
き

夫
の
服
を
整
理
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
捨
て
る
の
は
…
」と
、相
談

し
た
と
こ
ろ
、
運
営
者
や
社
協
職

員
が
協
力
し
、
各
サ
ロ
ン
で
配
る

こ
と
に
。
喜
ん
で
手
に
取
る
参
加

者
の
姿
に
、「
思
い
出
の
品
が
役
立

っ
て
よ
か
っ
た
」と
、女
性
は
安
堵ど

の
表
情
を
浮
か
べ
た
そ
う
で
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生

ま
れ
る
心
温
ま
る
交
流
。
そ
こ
か

ら
地
域
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
む

活
動
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

●
お
し
ゃ
べ
り
や
お
茶
飲
み

▼
塚
越
支
部
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日　

午
後
１

時
半
～
３
時　

け
や
き
荘

▼
北
町
支
部
来
た
!?
コ
ミ
サ
ロ
ン

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日　

午
後
１

時
半
～
３
時　

北
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

▼
中
央
支
部
仲
よ
し
サ
ロ
ン　
毎

月
第
４
水
曜
日　

午
後
１
時
半
～

３
時　

旧
旭
町
公
民
館

▼
錦
町
支
部
り
ん
ご
サ
ロ
ン　
毎

月
第
２
・
４
水
曜
日　

午
後
１
時

半
～
３
時　

松
原
会
館

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り　
毎
月
第
３
・

４
水
曜
日　

午
後
１
時
半
～
３
時

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

▼
西
町
町
会
サ
ロ
ン　
毎
月
第
３

土
曜
日　

午
後
１
時
半
～
３
時　

西
町
町
会
会
館

●
介
護
者
の
集
い
・
相
談

▼
介
護
交
流
サ
ロ
ン　
毎
月
第
３

水
曜
日　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

く
る
る

▼
介
護
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン　
毎

月
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
半
～

気軽にどうぞ！
集いの場

屋
外
で
開
催
し
た
北
町
支
部
の
サ
ロ
ン

　
「
３
枚
入
り
の
ブ
リ
は
あ
る
か

し
ら
」、「
こ
こ
に
あ
る
わ
。
８
５

６
円
ね
」。１
週
間
分
の
食
材
を
購

入
す
る
た
め
、
メ
モ
を
見
な
が
ら

買
い
物
を
し
て
い
る
の
は
錦
町
に

住
む
宮み

や

川か
わ

ツ
ル
子こ

さ
ん（
73
歳
）と

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
五い

が
ら
し

十
嵐
文ふ

み

子こ

さ
ん（
67
歳
）。
二
人
は
、
昨
年

８
月
か
ら
社
協
で
始
ま
っ
た
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
モ
デ

ル
事
業
」の
利
用
者
第
一
号
で
す
。

宮
川
さ
ん
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら

だ
ん
だ
ん
視
力
が
落
ち
て
い
き
、

家
事
は
ひ
と
と
お
り
で
き
る
も
の

の
、
買
い
物
の
際
に
金
額
や
産
地

な
ど
の
表
示
が
見
え
ず
困
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
出
合
っ

た
の
が
こ
の
制
度
で
す
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
依
頼
会

員
に
30
分
４
０
０
円
、
１
時
間
８

０
０
円
で
掃
除
や
洗
濯
、
買
い
物

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

住
民
ぐ
る
み
で
支
援

互
い
に
つ
な
が
る
地
域
参
加

　北町地区のサロンに
１年くらい通っていま
す。皆さんとたわいの
ない話をしたり、いっ
しょにゲームをしたりすると、楽しくて
気分が明るくなります。地域にこういっ
た場があるのはいいことですね。

サロン参加で
気分が明るく

Interview
地域交流サロン参加者

滝
たき

澤
ざわ

 嵩
たかし

さん
北町１丁目・83歳

商品を選ぶ依頼会員の宮川さん（左）と提供会員の五十嵐さん（右）

問い合わせ＝蕨市社会福祉協議会
（☎443・6051）

※開催日はいずれも原則です

↓

↓
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３
時　

東
公
民
館

▼
ホ
ッ
と
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン　

偶
数
月
は
第
１
木
曜
日
・
奇
数
月

は
第
１
土
曜
日　

午
後
１
時
半
～

３
時
半　

中
央
公
民
館

●
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ・ク
ロ
ー
バ
ー

（
認
知
症
の
人
や
家
族
・
地
域
の

集
い
）
※
詳
細
は
各
施
設
へ

ところ・問い合わせ と　き

イリーゼ戸田
錦町4-7-4　☎430・0321

月１回 木曜日
午後１時半～３時半

みんなの家・蕨２
錦町6-9-29　☎430・1515

月１回 火曜日
午後１時半～３時

ライフコミューン蕨
北町2-6-12　☎229・1261

月１回 木曜日
午後１時半～３時半

グリーンライフ蕨
塚越1-11-4　☎430・0110

月１回 月曜日
午後２時～３時半

リハビリホームまどか蕨
南町2-11-10　☎434・7300

月１回 火曜日
午後１時半～２時半オレンジカフェ・クローバー

買
い
物
を
終
え
て
に
っ
こ
り

な
ど
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

一
方
、
提
供
会
員
に
と
っ
て
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自
分

自
身
の
介
護
予
防
や
地
域
参
加
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
を
終
え
、

宮
川
さ
ん
が
「
一
人

で
は
難
し
か
っ
た
買

い
物
も
あ
な
た
が
い

て
く
れ
て
楽
し
い
も

の
に
な
っ
た
わ
」と
、

話
し
か
け
る
と
「
私

も
生
活
に
張
り
合
い

が
出
て
る
の
よ
。あ
り
が
と
う
ね
」

と
、
五
十
嵐
さ
ん
。
公
的
サ
ー
ビ

ス
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
支
え
合

う
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

特集　地域力で推進　地域包括ケアシステム

有償とすることで
使いやすい制度に

Interview
生活支援コーディネーター

服
はっ

部
とり

 洋
ひろ

孝
たか

さん
蕨市社会福祉協議会

昨
年
に
高
齢
者
を
取
り
巻

く
地
域
課
題
を
把
握
す
る

た
め
に
行
っ
た
住
民
座
談
会
に
お

い
て
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
声
が
多
く
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
蕨

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
、

無
償
で
の
活
動
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
無
償

だ
と
依
頼
者
も
遠
慮
し
が
ち
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
有
償

と
す
る
こ
と
で
依
頼
者
、
提
供
者

双
方
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
制
度

に
な
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

来
は
こ
の
よ
う
な
地
域
の

の
支
え
合
い
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
が
少
な
く
、
日
常
生
活
の
支

援
を
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
で
置

き
換
え
、
対
応
し
て
い
る
現
状
が

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

住
民
ど
う
し
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

支
え
合
い
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ

と
で
、
介
護
予
防
や
地
域
参
加
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

有償
ボランティア

　利用は事前に説明会に
参加し、登録が必要です。
資格／依頼会員＝65歳以
上の支援が必要な市民　
提供会員＝20歳以上の人
サービス内容＝買い物代
行、外出支援、掃除など
問い合わせ＝蕨市社会福
祉協議会（☎443・6051）

～募集!!有償ボランティアの依頼・提供会員～

※ 受けられるサービスの
　内容については応相談

一ボ

従 ↓

↓
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先
日
、
遠
距
離
介
護
を
し
て
い

る
女
性
か
ら
こ
ん
な
話
を
聴
き
ま

し
た
。
介
護
は
専
門
職
に
任
せ
て

「
愛
す
る
」と
い
う
家
族
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い
と

言
わ
れ
て
救
わ
れ
た
と
。

も
が
母
の
よ
う
に
若
く
し

て
病
気
で
障
害
を
負
っ
た

り
、
年
を
重
ね
れ
ば
認
知
症
に
な

っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

蕨
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
主
体
的

な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
ぐ
る
み
で
お
互

い
に
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
支
え
合
え
る
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

桜
並
木
で
の
花
見
な
ど
。
ま
た
近

所
の
ス
ー
パ
ー
に
も
よ
く
買
い
物

に
行
き
ま
し
た
。
街
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

だ
か
ら
こ
そ
道
行
く
人
の
優
し
い

一
言
や
差
し
伸
べ
ら
れ
る
手
の
有

り
難
さ
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
20
年
近
く
経
つ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
他
人
の
手

を
借
り
る
の
を
た
め
ら
う
人
や
施

設
を
選
択
し
た
こ
と
を
後
ろ
め
た

い
と
感
じ
て
い
る
家
族
が
い
ま
す
。

ま
ず
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意

識
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

母
と
過
ご
す
中
で
私
は
「
で
き

な
い
こ
と
で
は
な
く
、
で
き
る
こ

と
を
数
え
る
」
と
い
う
発
想
の
転

換
を
し
ま
し
た
。
右
半
身
麻ま

痺ひ

と

言
語
障
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
動

か
せ
る
左
手
で
で
き
る
家
事
、
お

茶
碗
洗
い
や
洗
濯
物
を
畳
む
な
ど

な
ん
で
も
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

母
の
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く

に
つ
れ
て
、
家
族
に
も
余
裕
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

も
膜
下
出
血
で
倒
れ
、
車

椅
子
の
生
活
に
な
っ
た
母

の
介
護
に
直
面
し
た
１
９
９
０
年

代
は
、
介
護
保
険
も
な
く
家
族
が

介
護
を
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
の

時
代
。
現
在
の
よ
う
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
も
な
く
、
相
談
で

き
る
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
も
ま
だ
高
校
３
年
生
…
。

　

母
の
介
護
が
始
ま
っ
た
と
き
に

暮
ら
し
て
い
た
蕨
に
は
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
車
椅
子

を
押
し
て
行
っ
た
夏
の
機
ま
つ
り
、

「
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え
て

　
　
　
　
　
　
支
え
合
え
る
ま
ち
に
」

　昨年から介護予防体操のサポー
ターをしており、皆さんの元気な
姿を目にするとやりがいを感じま
すね。これからは市民一人ひとり
の力が重要になると思います。自
分にできることから始めましょう。

　看護師の資格を生かして地域で
活動中です。生活習慣を工夫し医
療や介護を上手に使えば、元気に
過ごせる人も多いと思います。健
康長寿の秘訣である「楽しみ」を抱
ける場が更に増えればいいですね。 辻

つじ
 由

ゆ
美
み

子
こ

さん
錦町１丁目・49歳

馬
ば

場
ば

 英
ひで

男
お

さん
南町２丁目・74歳

勇気を出して地域活動を 楽しみ増やし健康長寿に

Interview　市民の皆さん ～超高齢社会における地域の支え合い～

　日本テレビでアナウンサーとして活躍。そ
の後報道記者などを経て、フリーへ転身。両
親の介護生活をつづった「十年介護」（小学館
文庫）は大きな反響を呼ぶ。現在はテレビや
ラジオなどでＭＣを務めるとともに、自身の
経験から医療と介護を生涯のテーマに取材を
続ける。2014年に蕨市ＰＲ大使に就任

Profile　　町
まち

 亞
あ

聖
せい

さん

　高齢になっても誰もが住みやすいまちにする
にはどうすればいいのか。両親の介護を経験し
フリーアナウンサーとして医療と介護を生涯の
テーマに取材を続ける町さんに話を伺いました。

Interview　18歳から10年 母を介護

町 亞聖さん
フリーアナウンサー

蕨市PR大使

く

介

誰
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気
温
が
下
が
り
、
冬
の
訪
れ
を

間
近
に
感
じ
た
11
月
の
あ
る
朝
。

自
宅
近
く
の
道
路
を
ほ
う
き
で
掃

く
今
井
邦
子
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。「
皆
さ
ん
に
い
つ
も
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

せ
め
て
こ
こ
を
通
る
人
が
気
持
ち

よ
い
よ
う
に
」
と
、
に
っ
こ
り
。

　

こ
の
取
材
を
通
じ
て
あ
ら
た
め

て
実
感
し
た
の
は
、
支
え
合
い
に

お
い
て
、「
支
え
る
側
」
と
「
支

え
ら
れ
る
側
」
の
垣
根
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
今
井
さ
ん
と

周
囲
の
皆
さ
ん
、
サ
ロ
ン
参
加
者

と
運
営
者
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

依
頼
者
と
提
供
者
な
ど
、
お
互
い

が
信
頼
で
き
る
存
在
と
し
て
「
支

え
、
支
え
ら
れ
る
」
と
い
う
双
方

向
の
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
人
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個

性
が
集
い
、
輝
き
を
放
つ
こ
と
が

地
域
の
支
え
合
い
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
蕨
に
は
、
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
ま
ち

を
愛
す
る
人
が
お
お
ぜ
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
中
に
は
支
え
合

い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会

と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
困
難

な
課
題
に
私
た
ち
は
直
面
し
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
担
う

役
割
は
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
蕨
の
地
域
力
を
結
集
し
、

「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
、
誰
も
が
思
え
る
ま
ち
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
未
来
に
向
け
て

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

地
域
力
を
生
か
し
誰
も
が
住
み
よ
い
蕨
に

特集　地域力で推進　地域包括ケアシステム

支
え
、
支
え
ら
れ
る

輝
き
放
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

みんなの笑顔が

輝くまち

市
民
と
行
政
が
一
体

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは
秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午

後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　
月
４
５
０
０
円
≪
浦
島
・

緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流
・
談
話
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

月
１
５
０
０
～

２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１

０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生　

活
動

時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９

４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小
学

校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０
０
円

年
中
～
小
学
生
≪
武
藤
・
緯
080
・
５

０
６
３
・
６
２
２
２
≫

▼
第
２
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト

レ
＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

１
月
７

日
以
降
新
た
に
月
・
水
曜
日
の
８
時

半
か
ら
城
址
公
園
で
実
施
。
早
起
き

が
苦
手
な
人
も
気
軽
に
参
加
を
≪
平

田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

リポートそこが知りたい〈１33〉

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
生
か
し
ま
す

市
民
意
識
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

蕨の「いま」を
　　　　伝えます!!

　市では、まちづくりの理念「み
んなで未来の蕨を創る」に基づき、
市民と行政が一体となったまちづ
くりを推進するため、市民意識調
査を毎年実施しています。この度
その結果がまとまりましたので、
主な調査項目について紹介します。

誰
も
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
生

か
そ
う
と
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

市
民
意
識
調
査
。
今
回
の
調
査
で

は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
在

住
の
18
歳
以
上
の
男
女
１
０
０
０

人
を
対
象
に
調
査
票
を
送
付
し
、

回
収
率
は
過
去
20
年
で
最
も
高
い

暮
ら
し
や
す
く
便
利
な
ま
ち

７
割
以
上
が
愛
着
を
感
じ
る

50
・
５
％
で
し
た（
右
囲
み
）。
調

査
項
目
は
全
28
項
目
。
そ
の
う
ち

主
な
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

初
め
に
、「
ま
ち
へ
の
愛
着
」
に

つ
い
て
は
「
感
じ
て
い
る
」と
答
え

た
人
が
73
・
３
％
と
、７
割
を
超
え

る
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
（
上
グ

ラ
フ
）。そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
買

い
物
な
ど
生
活
に
便
利
だ
か
ら
」

が
１
位
で
し
た
。
ま
た
、「
永
住
意

識
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
住
み
た
い
と
思
う
」
と
答
え
た

人
が
59
％
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
の
結
果
か
ら
も
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
ま
ち
に
愛
着
と
満
足
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

永住意識 まちへの愛着

平成30年度市民意識調査
調査期間：５月18日～６月８日
調査内容：
◎まちへの愛着
◎永住意識
◎�まちづくり（防災、子育て、高
齢期に大切なこと、まちのにぎ
わいについてなど11分野）
◎重点施策　　　　など全28項目
対象：市内在住の18歳以上の
　　　男女1,000人（無作為抽出）
回収率：50.5％（505人）�
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▼
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
ブ（
卓
球
）　

水
曜

日　

午
後
１
時　

市
民
体
育
館　

月

１
０
０
０
円
（
別
途
入
会
金
１
０
０

０
円
）
初
心
者
歓
迎
≪
富
山
・
緯

445
・
７
０
６
０
≫

▼
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ラ
ビ
コ
新

春
公
演　
Ｌ
ｅ
ｔ
ʻ
ｓ　
ｇ
ｅ
ｔ　
ｇ

ｏ
ｉ
ｎ
ｇ
！　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ　
Ⅱ

１
月
20
日　

１
回
目
＝
午
後
１
時　

２
回
目
＝
午
後
３
時
半　

無
料
≪
永

沼
・
緯
452
・
８
１
４
３
≫

▼
カ
ノ
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

18

日　

午
後
１
時　

く
る
る　

６
０
０

円
≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
江
戸
あ
る
き
「
神
田
上
水
源
の
妙

正
寺
池
・
善
福
寺
池
と
周
辺
の
有
名

寺
社
を
め
ぐ
る
」　
６
日　

午
前
９
時

蕨
駅
改
札
前　

７
０
０
円
≪
富
山
・

緯
090
・
２
７
６
４
・
１
３
４
２
≫

▼
「
日
帰
り
旅
倶
楽
部
参
加
者
説
明

会
」　
日
時
等
は
電
話
確
認
≪
岩
本
・

緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
小
西
久
童
尺
八
講
習
会　

18
日
・

19
日　

午
後
７
時　

市
民
会
館　

無

料　

要
予
約
≪
小
西
・
緯
080
・
３
３

９
１
・
９
０
０
３
≫

▼
子
育
て
サ
ロ
ン
ち
き
ん
え
っ
ぐ　

22
日　
午
前
10
時　
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ

蕨
北
町
ル
ー
ム　
親
子（
１
歳
～
５
歳
）

無
料
≪
髙
橋
・
緯
430
・
７
８
３
６
≫

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

４
日
＝

中
央
公
民
館　

14
日
＝
南
公
民
館　

20
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・
緯
090
・
２

３
０
２
・
８
５
１
０
〉

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

　ＦＭ　ＮＡＣＫ５開局30周年特別
企画として行われた「埼玉あなたの
街自慢コンテスト」。各自治体のＣＭ
70本の中から蕨市の作品が準グラン
プリとなりました。ＣＭは１月まで
同局で１日１回放送されます。市内
在住親子の協力の下、１分間に蕨の
特徴やユーモアを満載したクイズ形
式の作品です。ぜひお聴きください。

蕨市のＣＭが準グランプリ！
～現在ＮＡＣＫ５で放送中～

▶
10
月
31
日
の
表
彰
式
の
様
子

※放送時間は日によって異なり
ます。なお、同コンテストの公
式ページからもＣＭを聴くこと
ができます（右記ＱＲコード）

　「収録はとても緊張しました。
ＣＭを聴いて多くの人に蕨を知
ってほしいです」と、陽菜さん。
「地元のＰＲに一役買えてうれ
しいです。私自身、蕨の良さを
あらためて見つめ直すきっかけ
になりました」と、智美さん。

出演者の親子に聞きました
（左・大人回答者役）

寺
てら

島
じま

 智
とも

美
み

さん

（右・子ども回答者役）

　　　陽
ひ

菜
な

さん
北町４丁目

　

続
い
て
は
、
今
後
の
市
政
の
重

点
施
策
36
項
目
に
つ
い
て
お
聴
き

し
た
結
果
で
す
（
上
囲
み
）。

　
「
重
要
度
」は
、
１
位
が
「
防
犯

対
策
」、２
位
が「
防
災
対
策
」、
３

位
が「
消
防
・
救
急
体
制
」と
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
安
全
安
心
に
関

す
る
分
野
へ
の
関
心
が
上
位
を
占

め
ま
し
た
。　

　
「
満
足
度
」は
、
１
位
が「
消
防
・

救
急
体
制
」、
２
位
が
「
子
育
て

支
援
」、３
位
が
「
健
康
づ
く
り
の

推
進
」
で
し
た
。
そ
の
う
ち
子
育

て
に
関
し
て
は
認
可
保
育
園
の
増

設
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
を
積

極
的
に
進
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
だ
と
思

う
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
人
が
平
成
14
年

に
調
査
項
目
と
な
っ
て
以
降
、
最

高
の
52
・
５
％
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り

に
関
し
て
は
昨
年
８
位
か
ら
の
上

昇
と
な
り
、
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ

ル
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
進
め
て

き
た
表
れ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

市
で
は
こ
の
結
果
を
市
政
運
営

の
参
考
に
し
、
各
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
結
果

は
市
役
所
市
民
活
動
推
進
室
や
各

公
民
館
、
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進
に
よ
り

満
足
度
が
過
去
最
高
の
数
字

重　要　度 満　足　度
１位　防犯対策
２位　防災対策
３位　消防・救急体制
４位　交通安全対策
５位　市立病院の充実

１位　消防・救急体制
２位　子育て支援
３位　�健康づくりの推進
４位　防災対策
５位　公園緑地の整備、

身近な緑と花の充実

市民意識調査に関する問い合わせ＝政策企画室（緯433・7698）

▲�更なる救命率の向上へ、６月に市内の
24時間営業のコンビ二エンスストア・
ガソリンスタンドにＡＥＤを設置

▲�犯罪抑止効果が期待できる防犯カメ
ラ。町会や警察と連携し、通学路などの
道路上を中心に市内全域で140基整備

 消防・
救急体制防犯対策

今後の市政の
重点施策

36項目
上位の結果
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織
姫
道
中

　
　
大
行
列

　35回目となった今年は天候にも恵まれ、沿道にはたくさんの人が
訪れました。ミス織姫の中村優花さん（左写真）と宿場小町の張替華
さん（下写真左）、村上幸輝さん（下写真右）を中心にパレードが
行われ、中山道は江戸時代にタイムスリップしたかのようでした 中

仙
道
武
州
蕨
宿
宿
場
ま
つ
り
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山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
蕨
宿
。
そ
の
歴
史
を

今
に
伝
え
て
い
る
の
が
毎
年
11
月

３
日
に
開
催
さ
れ
る
宿
場
ま
つ
り

で
す
。
中
山
道
界
隈わ

い

に
住
む
皆
さ

ん
の
「
蕨
の
歴
史
や
文
化
を
後
世

に
つ
な
げ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら

始
ま
り
、
市
の
大
き
な
祭
り
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
織
姫
道
中

大
行
列
。
20
歳
の
女
性
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
ミ
ス
織
姫
と
宿
場
小
町

が
祭
り
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

午
後
１
時
半
、
災
害
協
定
を
結

ぶ
静
岡
県
湖こ

西さ
い

市
の
大
太
鼓
を
先

頭
に
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

や
新
選
組
の
羽
織
を
着

た
人
々
が
練
り
歩
き
、
鉄
砲
隊
が

合
図
と
と
も
に
迫
力
あ
る
発
砲
音

を
響
か
せ
ま
す
。
織
姫
や
小
町
が

通
る
と
沿
道
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
、
パ
レ
ー
ド
を
終
え
た
織
姫
も

「
皆
さ
ん
か
ら
の
声
が
温
か
く
、う

れ
し
か
っ
た
で
す
」と
に
っ
こ
り
。

　

こ
う
し
て
市
民
参
加
の
歴
史
再

現
は
郷
土
愛
を
育
み
、
中
山
道
に

は
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

中
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11/30（金）～12/6（木） 7（金）～13（木） 14（金）～20（木） 21（金）～27（木） 28（金）～1/3（木）
00 タウンタウン
北町地区生涯学習

フェスティバル
蕨市環境フォーラム

タウンタウン

金婚祝式
園芸品評会

タウンタウン
第８回アウトメディア

推進大会
西小の給食センター見学会

タウンタウン
オリンピック・パラリンピック

競技体験会in二中
塚越児童館のクリスマス会

タウンタウン

むしぱんコンサート
蕨市民ロードレース大会

10 蕨市政なう！
みんなにあたたかく
だれもが住みやすい

まちづくり

市政ガイド

市民意識調査
結果がまとまる

音楽が響き渡るまち

わらびでしか聴けない
音がある～わら音

第４回蕨市民音楽祭

蕨市政なう！

2018　映像で振り返る
蕨市政この１年

特集・ウィークリープラス

高齢者クラブ芸能大会

20 採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

市長の“ほっと”訪問
ジュエリー工房
パラ貴金属工芸

（南町１丁目）

採れたてスポット

年末年始のお知らせほか

特集・ウィークリープラス

インタビュー
～2019年の抱負～

30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

ま
ち
の
話
題

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」12 月の番組表CATV

こ
こ
で
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　10月25日、株式会社セブン―イレブン・ジ
ャパン及び株式会社イトーヨーカ堂と包括
連携協定を締結しました。子育てや防災な
ど８つの分野で連携を進めていくもので、
当面の取り組みとして、イトーヨーカドー
錦町店内に蕨ブランドなど蕨の魅力や情報
を発信するブースが設置されました。

地域活性化に向け新協定

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

　市の文化功労者に贈られる「けやき文化
賞」の表彰式が、11月３日にくるるで開かれ
ました。受賞者の髙

たか

野
の

眞
ま

由
ゆ

美
み

さん（南町在住）
は音楽家・ピアニストとして下蕨公民館を
中心に、長年音楽を広める活動を行ってい
るほか、蕨市音楽家協会の設立に携わるな
ど市民文化の向上に尽力されています。

「けやき文化賞」に髙野氏

　10月28日、中央地区で「ハロウィンワー
ルド　ｉｎ　ＷＡＲＡＢＩ」と「親子でハ
ロウィンを楽しもう」が開かれました。参
加した延べ3,000人は、魔女やお化けなど
思い思いのかっこうに仮装してまちをパレ
ードし、地域の皆さんにお菓子をもらいな
がら触れ合いを楽しんでいました。

地域に広がるハロウィン
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蕨
市
は
成
人
式
発
祥
の
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
民
法
改

正
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

成
人
式
の
対
象
年
齢
を
ど
う
す
る

の
か
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
発
祥
の
地
と
し

て
、な
る
べ
く
早
く
、方
針
を
示
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
、先
日
、記
者

会
見
を
行
い
、蕨
市
の
成
年
式
は
、

改
正
民
法
が
施
行
さ
れ
る
２
０
２

２
年
以
降
も
、
20
歳
を
対
象
に
開

催
す
る
こ
と
を
表
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
主
な
理
由
は
、

①
昭
和
21
年
に
全
国
に
先
駆
け
て

開
催
さ
れ
た
蕨
の
成
年
式
の
原
点

は
、
単
に
法
律
上
の
成
年
を
お
祝

い
す
る
だ
け
で
な
く
、「
次
代
を
担

う
青
年
達
を
ま
ち
を
あ
げ
て
激
励

す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
先
人
達
の

思
い
を
引
き
継
い
で
い
く
、
②
民

法
改
正
後
も
18
歳
で
全
て
の
権
利

が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

引
き
続
き
20
歳
は
重
要
な
節
目
で

あ
る
、
③
18
歳
の
多
く
は
高
校
３

年
生
で
、
受
験
勉
強
や
就
職
活
動

な
ど
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
式
典

等
を
行
う
こ
と
に
は
教
育
的
な
配

慮
が
必
要
で
あ
る
、
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
成
人
式
発
祥
の
地
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

114

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は６日です。
ただし、１月は10日で
す。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

　11月10日と11日、「第４回蕨市民音楽祭」
が開催されました。西口駅前ロータリーで
のスティールパンバンドによる演奏を皮切
りにクラシックやジャズ、吹奏楽、市民参
加型の紅白歌合戦のほか、各種イベントを
15会場・23ステージで実施。街中が音楽に
包まれ、２万9,000人の笑顔が広がりました。

街中を音楽が包む２日間

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア

推
進
大
会

　市では、子どもたちがゲームやスマート
フォンなどと上手につきあうための取り組
みを進めています。11月17日には市民会館
で「アウトメディア推進大会」を開催。参加
者145人は、中央小児童の発表や心理療法士
による講演に耳を傾けていました。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－560－

　
「
明
る
く
し
っ
か
り
者
な
姉
・

結
菜（
右
）と
、
お
っ
と
り
し
た

性
格
の
弟
・
綾
斗
（
左
）
は
い

つ
も
仲
よ
し
。
二
人
で
ハ
イ
ハ

イ
競
争
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
い

る
様
子
を
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
眺

め
て
い
ま
す
。
私
が
家
事
で
忙

し
い
と
き
は
、
結
菜
が
ち
ゃ
ん

と
綾
斗
の
め
ん
ど
う
を
見
て
く

れ
る
の
で
大
助
か
り
。
二
人
と

も
、
周
り
の
人
を
た
い
せ
つ
に

で
き
る
子
に
な
っ
て
、
た
く
さ

ん
お
友
達
を
作
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
、
母
親
の
香
さ
ん
。

結
ゆう

菜
な

ちゃん（５歳４か月）

綾
あや

斗
と

ちゃん（０歳11か月）

出
いず

本
もと

 優
まさる

さん

　　 香
かおり

さんの 長女・長男
中央６丁目

改正民法施行後も
蕨の成年式は
20歳を対象に開催へ
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①第72回蕨市成年式

③中央小学校内へ移転した蕨市教育センター

⑤蕨市街なかＡＥＤステーション協定締結

⑦第１回蕨市新庁舎建設
　基本構想・基本計画審議会

②リニューアル後の錦町スポーツ広場

④苗木市・藤まつり

⑥蕨市ＰＲ大使委嘱式

　12月を迎え、今年も残
すところあと僅かとなり
ました。そこで18、19㌻
では市政やイベントなど
蕨のこの一年を写真とと
もに振り返ります。

2018

写
真
で
振
り
返
る

　
　わ
ら
び
こ
の
一
年

１月
７
日　
消
防
出
初
式

　
　
　

�

市
民
会
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
中
央
公

民
館�

耐
震
補
強
等
工
事
完
了
後
利
用
再
開

８
日　
第
72
回
蕨
市
成
年
式�

①

11
日　
蕨
駅
西
口
で
声
か
け
サ
ポ
ー
ト
の
啓
発

２月
18
日　
わ
ら
び
郷
土
か
る
た
大
会　

　
　
　
避
難
所
運
営
訓
練（
中
央
東
小
学
校
）

24
日　
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展（
～
４
月
29
日
）

　
　
　
消
費
生
活
展（
～
25
日
）

３月
１
日　

�

錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
一
般

利
用
再
開
②

17
日　
桜
の
ま
ち
南
町
文
化
展（
～
18
日
）

23
日　

�

蕨
市
国
民
健
康
保
険
第
１
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
・
蕨
市
国
民
健
康
保
険
第
３
期
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

25
日　
第
16
回
春
が
来
た
コ
ン
サ
ー
ト　

30
日　
蕨
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
後
期
計
画
）策
定

４月
１
日　
不
育
症
検
査
費
の
一
部
助
成
開
始　

　
　
　

�

成
人
健
診
セ
ン
タ
ー
で
胃
内
視
鏡
検
査
が
一

部
対
応
可
能
に

　
　
　

�

生
活
介
護
事
業
所「
風
」が
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く

ら
１
階
に
開
所

　
　
　

�

蕨
市
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
補
助
事
業
開
始

　
　
　
小
規
模
保
育
園
を
３
園
新
た
に
開
設　

２
日　
健
康
長
寿
蕨
市
モ
デ
ル
事
業
開
始　

３
日　
教
育
セ
ン
タ
ー
が
中
央
小
学
校
内
へ
移
転
③

14
日　
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
～
22
日
）

29
日　
苗
木
市
・
藤
ま
つ
り
④

５月
13
日　
第
３
回
議
会
報
告
会

15
日　

�

市
内
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
及
び
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と「
蕨
市
街
な

か
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
定
」を
締
結
⑤

19
日　

�

蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱　
真
彩
希
帆
さ
ん
⑥

21
日　

�

中
央
・
西
公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

調
査（
設
計
）委
託

26
日　

��

み
ん
な
で
創
る
わ
ら
び
推
進
条
例
市
民
懇
談

会

27
日　
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ
・
こ
ど
も
ま
つ
り

28
日　

�

第
１
回
蕨
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本

計
画
審
議
会
⑦

29
日　
蕨
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
功
労
者
表
彰

30
日　

�「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

市
民
懇
談
会（
～
12
月
21
日
予
定
）

６月
３
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動

８
日　
自
転
車
無
灯
火
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

16
日　

�

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
支
援
事
業

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
見
本
市
」

17
日　
蕨
市
小
学
生
将
棋
大
会

21
日　

�

わ
ら
び
防
災
大
学
校
開
校
（
～
来
年
３
月
24

日
予
定
）

30
日　
あ
さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市（
～
７
月
１
日
）

７月
１
日　
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
蕨（
～
９
月
30
日
）

　
　
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
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写真で振り返るわらびこの一年

⑭第４回蕨市民音楽祭

⑫わらび健康まつり・歯ッピーわらび

⑧わらてつまつり

⑬ハロウィンワールド in WARABI ⑩蕨市総合防災演習
⑪ 優良公民館表彰受賞の北町公民館
　での生涯学習フェスティバル

⑨わらび機まつり

７月
７
日　
わ
ら
て
つ
ま
つ
り（
～
８
日
）⑧

11
日　

�

蕨
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
有
識
者
会
議

17
日　

�

平
成
30
年
度
埼
玉
県
健
康
長
寿
優
秀
市
町
村
表
彰

21
日　

�

歴
史
民
俗
資
料
館
平
和
祈
念
展（
～
9
月
30
日
）

23
日　
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
in
蕨（
～
８
月
１
日
）

26
日　

�

全
自
主
防
災
会
へ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
配
備
完
了

８月
３
日　
わ
ら
び
機
ま
つ
り（
～
６
日
）⑨

４
日　

�

各
事
業
で
わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
を
限
定

販
売（
４
日
＝
わ
ら
び
機
ま
つ
り　

10
月

26
・
27
日
＝
園
芸
祭　
11
月
３
日
＝
宿
場
ま

つ
り　
11
月
23
日
＝
園
芸
品
評
会　
等
）

19
日　
蕨
市
総
合
防
災
演
習（
南
小
学
校
）⑩

　
　
　
な
つ
ま
つ
り（
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
）

22
日　

�

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
被
災
地（
岡
山

県
倉
敷
市
）へ
職
員
を
派
遣（
～
29
日
）

９月
１
日　
図
書
館
耐
震
補
強
工
事
着
工

７
日　

�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
～
11
月
11
日
）⑪

15
日　
お
年
寄
り
を
敬
う
会

19
日　
錦
町
児
童
館
耐
震
補
強
工
事
着
工

27
日　
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
完
了（
塚
越
小
学
校
）

10月
１
日　

�

蕨
ブ
ラ
ン
ド・双
子
織
商
品
を
市
民
体
育
館
で
販
売
開
始

８
日　
蕨
市
文
化
祭（
～
12
月
１
日
）

12
日　
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
完
了（
北
小
学
校
）

15
日　

�

蕨
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
募
集
開
始（
～
11
月
30
日
）

16
日　

�

競
泳
の
酒
井
夏
海
選
手
が
市
長
を
表
敬
訪
問

19
日　

�

ス
ケ
ア
ー
ド・ス
ト
レ
イ
ト
交
通
安
全
教
室（
東
中
学
校
）

21
日　
わ
ら
び
健
康
ま
つ
り
・
歯
ッ
ピ
ー
わ
ら
び
⑫

24
日　
戦
没
者
追
悼
式

25
日　

�

㈱
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
及
び
㈱
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と「
地
域
活
性
化
に
資
す
る
包

括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

27
日　

�

歴
史
民
俗
資
料
館
オ
ー
タ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
０
１
８（
～
12
月
16
日
予
定
）

28
日　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ル
ド
in
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
⑬

31
日　

�

ラ
ジ
オ
局｢

Ｆ
Ｍ　
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５｣

が
実
施

し
た「
埼
玉
あ
な
た
の
街
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
市
町
村
部
門
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ

11月
２
日　
北
町
公
民
館
が
優
良
公
民
館
表
彰
受
賞
⑪

３
日　
け
や
き
文
化
賞
・
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
宿
場
ま
つ
り　

４
日　
蕨
市
立
小
・
中
学
校
俳
句
大
会
表
彰
式

10
日　
第
４
回
蕨
市
民
音
楽
祭（
～
11
日
）⑭

15
日　
金
婚
祝
式　

17
日　
蕨
市
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
推
進
大
会

20
日　
蕨
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
日　
蕨
市
公
募
美
術
展
覧
会（
～
25
日
）

�

22
日　

�

改
正
民
法
施
行
後
の
蕨
市
の
成
年
式
開
催
の

対
応
方
針
決
定

12月
２
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動（
予
定
）　

15
日　

�

音
楽
を
広
め
る
会
活
動
20
周
年
記
念
兼
祝
・

下
蕨
公
民
館
開
館
50
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
予
定
）　　

17
日　
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム（
予
定
）
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上
を
風
の
よ
う
に
走
り
タ

イ
ム
を
競
う
ボ
ー
ト
競
技
。

そ
の
中
の
一
つ
、
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

１
０
０
０
㍍
の
埼
玉
県
代
表
と
し

て
10
月
に
行
わ
れ
た
「
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
」
に
出
場
し
、
み

ご
と
３
位
の
座
に
輝
い
た
の
は
早わ

稲せ

田だ

大
学
漕
艇
部
の
伊
藤
大
生
さ

ん
（
22
歳
・
中
央
３
丁
目
）
で
す
。

笑
顔
に
満
ち
た
そ
の
表
情
は
達
成

感
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
高
校
入
学
後
に
友

人
に
誘
わ
れ
ボ
ー
ト
部
に
入
部
。

最
初
は
試
合
に
勝
て
ず
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
が
、
大
会
で
の
敗

北
を
糧
に
猛
特
訓
。
陸
上
で
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
専
用
の
器
具

を
使
う
な
ど
、
練
習
に
明
け
暮
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
２
年
生
で
全
国

３
位
に
な
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

広
報
蕨
　
八
一
五
号
　
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
福井しあわせ元気国体ボート成年男子部門出場

伊
い

藤
とう

 大
だい

生
き

 さん

水

積み重ねた力で全国 3 位 

そ
の
後
も
大
舞
台
で
の
経
験
を
積

ん
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
は
創
部

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
早

稲
田
大
学
漕
艇
部
に
入
部
。
４
年

生
に
な
る
と
主
将
を
務
め
、
部
を

ま
と
め
る
傍
ら
、
個
人
と
し
て
も

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
参
加

し
、
県
代
表
や
Ｕ
―
23
の
日
本
代

表
の
座
を
つ
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

国
体
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
１
位

勝
ち
抜
き
戦
で
、
初
日
は
台
風
の

影
響
で
ボ
ー
ト
に
水
が
入
っ
た

り
、
風
で
揺
れ
た
り
と
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
無

駄
の
な
い
オ
ー
ル
さ
ば
き
と
鍛
え

上
げ
た
筋
力
で
荒
れ
た
波
の
な
か

で
も
着
実
に
こ
ぎ
進
め
、
勝
利
を

収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
順
調
に

勝
ち
進
み
、
４
県
代
表
が
競
う
決

勝
で
は
３
位
に
。
国
体
の
舞
台
で

今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て

全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。
来
年

４
月
か
ら
は
社
会
人
と
な
り
、
こ

こ
で
７
年
間
の
ボ
ー
ト
生
活
に
一

旦
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、「
ボ
ー
ト
を
通
じ
て
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
、
に
っ
こ
り
。
挑
戦
を

続
け
る
こ
と
で
自
分
自
身
を
大
き

く
成
長
さ
せ
た
伊
藤
さ
ん
。ま
た
、

活
躍
す
る
姿
が
楽
し
み
で
す
ね
。

輝

いて
ます

ボートを持ち笑顔を見せる伊藤さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

文
化
六
年
（
１
８
０
９
）
刊
行
の

式し
き

亭て
い

三さ
ん

馬ば

作『
金こ

ん

神じ
ん

長ち
ょ
う

五ご

郎ろ
う

忠ち
ゅ
う

孝こ
う

話ば
な
し

』

の
一
場
面
を
、
暁
斎
が
描
い
た
版
画

で
す
。
全
身
に
文い

れ

身ず
み

を
入
れ
た
「
金

神
長
五
郎
」が
、
地
獄
の
相
撲
で「
金こ

ん

剛ご
う

尊そ
ん

」
を
投
げ
飛
ば
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
守
る
人
々
は
、
生
前
、
雁か

り

金が
ね

五ご

人に
ん

男お
と
こ

と
し
て
名
を
馳
せ
た
悪
党

や
、
歌
舞
伎
で
天
下
を
狙
う
大だ

い

悪あ
く

人に
ん

と
し
て
描
か
れ
る
「
大お

お
と
も
の
く
ろ
ぬ
し

伴
黒
主
」
と

い
っ
た
な
ら
ず
者
の
ほ
か
、「
稲い

な

田だ

姫ひ
め
」

や
瀧た

き

夜や

叉し
ゃ

姫ひ
め

ら
の
女じ

ょ

傑け
つ

も
そ
ろ
い
、

柱
の
向
こ
う
で
は
冥
界
の
恐
ろ
し
い

妖
怪
た
ち
も
集
ま
っ
て
、
ど
ち
ら
が

勝
つ
か
固か

た

唾ず

を
飲
ん
で
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─ No.31 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日・毎月26日～末日・年末年始
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　中学生～大学生500円
　　　　小学生以下300円（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　12月23日(日・祝)まで 
｢暁斎が生きた時代と妖怪画 ｣ 展　同時開催
｢暁斎プラスワンシリーズ28 初代彫蓮 暁斎に魅せられて｢弐｣｣ 展

暁斎筆「狭客日本魂於迷府大猛勇顕」 元治元年(1864)　山口板　大判錦絵三枚続 

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す


